
日本語と中国語における可能表現に関する対照研究
　　　　　　　　日本語の潜在可能文と可能の顕在化文に
　　　　　　　　　　対応する中国語について

呉 志 寧

1．はじめに

　筆者は日本に来て気になった表現がある。旅行先で，旅館の主人から「よく眠れた？」と聞か

れ，なぜ日本語の可能表現を使ったのかと疑問を持ち始めた。この場合，中国語では可能表現を

用いず，「睡好了？（よく寝た？）」と言う。「睡好了？」は結果補語を使って結果を表すもので

あり，可能表現を使わないのである。

　このように，両言語の可能表現の使い方に違いが見られる。これにっいて，本稿では日本語の

潜在可能と可能の顕在化（益岡2007）の観点から，中国語の可能表現1がどこまで対応できるの

か，対応できる中国語表現はどんな表現であるかを探ってみたい。

2．先行研究

　渋谷（1993）によれば，「実現系の可能は，『様々な条件によって，ある動作を実現することが

可能・不可能である・あった（＝実現する・した：実現しない・しなかった）』ことを表す。例：

三日かかってようやくレポートが書けた。潜在系の可能は，『様々な条件によって，ある動作を

実現することが，やる（やった）かどうかは別にして，潜在的に可能・不可能である（あった）』

ことを表す。例：僕にはたとえ三日かけてもレポートなんか書けない」と述べている。これは実

現系可能と潜在系可能の定義をしているだけではなく，両者の区別に言及している。実現系の可

能は「実現」に重点を置き，潜在系の可能は「可能」に中心を置いていると考えられる。

　次の例を取り上げている。（例文は本文からの引用である）

　　①太郎は100キローのバーベルが持ち上げられる。（能力可能）

　　②今日は忙しくて，昼御飯が食べられない。（状況可能）

　　③この魚は食べられる。（許容性，萌芽の所在を対象や道具，場所の特性に求めて語る場合）

　可能表現に用いられる形式は，ラレル形及び可能動詞や「～ことができる」などがある。＜可

能〉にっいて，尾上（1998b）は次のように定義している。

　動作主がその行為をしようという意図を持った場合にその場合に，その行為が実現するだけの

許容性，萌芽がその状況の中に存在する。

　尾上（1998b）に述べられているとおり，例えば，例①に見られる「太郎が100キロのバーベ
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ルを持ち上げようとすれば，その行為が意図どおり実現するだけの許容性がこの状況の中に存在

する」という主張がく可能〉であり，例②に見られる「昼御飯を食べようと意図してもそれが実

現する許容性，萌芽がこの状況の中に存在しない」という主張がく不可能〉である。可能表現を

めぐっては，行為者の能力を述べる「能力可能」例①と，行為者をとり巻く状況のもたらす可能・

不可能を述べる「状況可能」例②の違いが指摘されている。これは，許容性，萌芽の所在を，主

に行為者の能力に求めているか，主に行為者の周囲の状況に求めているかの違いだ，ということ

ができる。また，許容性，萌芽の所在を対象物や道具，場所の特性に求めて語る場合が例③であ

るといえよう。

　一方，〈意図成就〉とは，次のような例が表す意味である。

　　④今朝は，目覚まし時計無しでも朝6時に起きられた。

　　⑤耳を澄ますと，2階の物音がはっきりと聞き分けられた。

　これらは，「やろうとしてその行為が実現した」こと，すなわち「意図した行為の意図どおり

の実現」を表している。これらの用例には上の規定でのく可能〉の意味を認めることはできず，

〈可能〉とは別の意味を表すものと認めざるを得ない。

　益岡（2007）は「接辞の「られる」が表す可能の意味には大別して，事態生起の潜在的な可能

性を表す場合例⑥と例⑦と潜在的な可能性を特定の時空間に顕在化したことを表す場合がある例

⑧と述べている。（中国語訳は筆者による）

⑥あの学生はスペイン語が話せる。（那介学生会説西班牙i吾。）

⑦この会議では日本語は使えません。（遠介会双不能使用日活。）

⑧なんとかスペイン語が話せた。（勉強説了西班牙i吾。）

　上の例⑥のように人（あの学生）の能力を表す場合と，例⑦のように生起可能な状況を表す場

合である。一方，例⑧のタ形文においては，スペイン語を話すことが実現できたことを表すのに

対して，中国語の“悦了”は「スペイン語を話す」ことが完了したこと，っまり「話した」とい

う事実を述べている。

　馬（2009）によると，日本語実現系可能表現のタ形が中国語可能表現の「能＋動詞文」または

「動詞＋可能補語」形式に訳しにくく，中国語では「実現・完了を表す動態助詞“了”」，「結果補

語2」，「趨向補語3」，「様態補語4」が用いられると述べている。

　また，実現系の日本語可能表現過去形の肯定文は，中国語の実現済みの出来事を表せる「動態

助詞“了”」，「結果補語」，「趨向補語」または「様態補語」に訳すのが自然であり，日本語可能

表現過去形否定文は，ほとんどの場合，中国語可能表現過去の否定形式「没能＋動詞＋補語」で

表すことができると分析している。

　しかし，馬（2009）は「実現系」のタ形だけを対象としており，「潜在系」の夕形には言及し

ていない。日本語可能表現にも「潜在系」のタ形があり，「動態動詞“了”」，「結果補語」，「趨向

補語」「様態補語」に訳せるかどうかを考察する必要があると思われる。

　挑（2008）では，潜在可能と実現可能の二つの意味類型に基づき，中国語の可能補語「V不C」

に対して，「〈不可能〉も「結果の非実現」という事象の実現性によって同様な意味的分類を行
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うことができる。即ち，結果がすでに実現しなかったものとし表しているのであれば，「実現不

可能」と見なされるが，結果が実現する可能性のないものとして表れているのであれば，「潜在

不可能」と見なされる。」と述べている。

　以上の先行研究から中国語の可能補語「V不C」が文脈によって，「結果」と「可能」の両面

性があることが分かった。「実現」を表すのは「V不C（了）」を用いて「実現不可能」を表すこ

とができることも分かった。先行研究では否定文「V不C」についての研究が主で，肯定文にっ

いての考察が少ない。本稿では，益岡（2007）の用語（可能の顕在化）を用い，潜在可能の顕在

化の視点から日中両言語の可能表現がどのように対応しているのかを考察していきたい。

3．1潜在可能文

分析は，潜在可能文はル形とタ形に分けて，行う。（能力可能と状況可能のみ）。

3．1．1潜在可能文のル形文

（1）a花子はパンが作れる。

　　b花子会倣面包。

（2）a仕事場の人はだれでもそのファックスが利用できる。

　　b工作単位的人都可以使用那台佳真机。

　（1）は花子がパンを作る技術を持っていること（能力可能），（2）はファックスを使いたい

とすれば仕事場の人は使えること（状況可能）を表すが，これらはそれぞれ実現の可能性を秘め

ているという意味で，「事態が実現する」以前の状態を指す。それぞれ中国語の“能”と“会”

に対応している。「能力可能」と「状況可能」の「潜在可能」は，内に潜んでいてまだ表に出て

いない可能のことである。

3．1．2潜在可能文の夕形文

タ形を次のように1とllに分けて，分析する。

1．過去にはく潜在可能〉を持っていたが，今は失ったということ。

（3）a佐藤さんは，あの頃，フランス語が話せた。

　　b那介吋候，佐藤会説法活。

（4）a当時の会議では，フランス語が話せた。

　　b当吋的会双，是可以悦法悟的。

　（3）はあの頃佐藤さんはフランス語を話す能力を持っていたが，今，何らかの原因で（時間

が経ち話す機会がなかったり，話せなくなったり，忘れたり），佐藤さんはフランス語を話す能
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力を失ったということである。（4）は当時会議でフランス語が使える状況であったことを表し

ているが，今の会議ではフランス語は使えない状態になっているということである。従って，

（3），（4）の可能表現は「潜在可能」を表し，今はその状態でないことを暗示している。中国

語の“全悦”“亘旦説”はそれぞれ「動作主の能力」，「会議で使用可能な言語」を示し，“那介吋

候”“当吋”によって，能力可能と状況可能の有無の時期を限定し，今はその状態がないことを

表している。

H．過去においてく潜在可能〉が実現しなかったということ。

（5）a太郎は，あの時，プロポーズできた。

　　b当吋，太郎是可以（能）求婚的。

（6）a花子は，十分逃げられた。

　　b（当吋）花子是可以（能）逃鉋的。

　（5）はあの時，太郎はプロポーズする機会はあったのに，しなかったということ，（6）は花

子は逃げられるチャンスがあったが，逃げなかったということである。言い換えれば，以下の（5’）、

（6’）になる。

（5’）太郎は，あの時，プロポーズできたのに，しなかった。

（6’）花子は，十分に逃げられたのに，しなかった。

　プロポーズできるまたは逃げられる機会があったのに，それをしなかったということである。

実現しようと思えば，実現できたのに，その行為をしなかったことを表している。ここで過去の

ことを述べているが，潜在可能が実現しなかったことで，時期を提示するのみである。

　では，潜在可能のタ形文（過去）の否定の場合を用いられるかどうかを見てみる。

（7）a高校時代，私はまったくサッカーができなかった。『現』

　　b高中的吋候，我根本不会賜足球。

（8）a以前彼は英語が話せなかった。『現』

　　b以前他不会説英悟。

（9）a図書館館内で，飲食できなかった。『現』

　　b在圏弔棺棺内是不可以炊食的。

（10）a日本に来たばかりの時，私は納豆が食べられなかった。『現』

　　b剛来日本的日寸候，我不能吃納豆。

上の4っの例文はいずれも過去において可能の否定形式である。動作・状態が現実に実現する

かどうかは問題にせず，過去における潜在的に存在する能力可能と状況可能にっいて言及してい

る。過去における「できなかった／～（ら）れなかった」という状態を表している。中国語に訳
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すると，能願動詞「能／可以／会」が使われている。

　以上，日本語の潜在可能文ル形とタ形に分けて，分析した。ル形は内に潜んでいてまだ表に出

ていない可能のことを表しているが，中国語の能願動詞「能・可以・会」に対応している。夕形

においては「〈潜在可能〉を持っていたが，今は失ったということ」と「過去においてく潜在可

能〉が行動に移さないことで実現しなかったということ」になる。前者は中国語の能願動詞「能・

可以・会」に，後者は「能・可以」に対応している。つまり中国語の「潜在可能」は，日本語の

それと異なり，時制に関係なく，現在形に相当する表現を用い，副詞で表わされるようである。

3．2　可能の顕在化について

　この節は「～コトガデキ（マシ）ル」の夕形と「～（ラ）レル」のタ形を中国語に訳するとき，

どんな表現があるのかを考察する。

　まず，例文を見てみる。（（13）b，（14）b，（15）bの中国語は筆者による）

（13）aとにかく走るしかない。深いため息のあと，何かすっきりした気分で走ることができ

　　　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『地』

　　b息之只有鉋了。深深的吸了一口『后，反而以軽松的心情砲完了。（結果補語）

（14）a最後の授業で見た映画も聞き取れた単語がいくっかあったので，嬉しかったです。

　　b最后一次裸課堂上看的屯影也折憧了几介河，所以根高X。（結果補語）

（15）a紗南は原稿を束ねて数えてみた。「うお～っ，五十枚も書けたよ～っ！やったやったやっ

　　　た！1」と叫んでいた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『こ』

　　b紗南整了整原稿升始数。地尖叫着“ロ阿写好了5田長呵，太好磁太好喧”　（結果補語）

（16）a僕も感謝しています。おかげで，この園に，働くお母さんを受け入れる覚悟ができま

　　　した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『マ』

　　b我也根感謝弥，多号了祢，我オ倣好了心理准各，去接受取並女性的娼娼伯。（同上）

（17）a今回の試験はよくできたと思う。

　　b我党得遠次考拭考得不錯。（様態補語）

（18）a彬とちゃんと話せたわ。家族みんなでロンドンでやり直すことにしたの。

　　b我和小彬好好淡了。我伯決定一家人在佗敦重新升始。（“了”で完了を表す）

（19）a「珍しく警察庁に恩を売ることが出来ましたね。」『相棒11』

　　b“唯得美了一次人情tA警察斤呵。”　　　（同上）

（20）a数回よんだだけで，すぐ覚えられた。　『現』

　　b念了几遍就背上来了。（趨向補語）

（21）a彼を識別できた。

　　b我杁出他来了。（趨向補語）（同上）

『現』

『マ』

　以上の対訳から見ると，中国語の「結果補語」，「様態補語」，“了”，「趨向補語」でどのような

結果になったかを表している。（13）aについて言えば，“胞完”では，“胞”は「走る」という
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意味で，“完”は，「走る」という動作の限界の達成，つまり「走り終えている」ということを表

す。“鉋完”は動作の完了や変化を表す“了”と共起して，動作の目的の実現，っまり，「走り終

えた」という意味を表わす。それに対する日本語は「走ることができた」となる。

　これらの例文は一回性の事柄で「望んだもの或は達成しがたい目的を達成した」といった意味

を表している。ところで，「V得C」は常に「可能」を表すと劉（1989）が指摘しているので，

例文中の「結果補語」，「程度補語」，「了」，「趨向補語」を「V得C」の可能補語に入れ替えてみ

た。（＊は非文を表す）

（13）c

（14）c

（15）c

（16）c

（17）c

（18）c

（19）c

（20）c

（21）c

＊深深的収了一口『后，反而以経松的心情鉋得完了。

＊最后一次深課堂上看的屯影也nfi得憧了几介洞，所以彼高X。

＊地尖叫着“咽写得好了5田長咽，太好喧太好喧”

＊我也彼感謝弥，多U了弥，我オ倣得好了心理准各，去接受取並女性的娼姐伯。

＊我覚得辻次考拭考得得了。

＊我和小彬好好淡得了。我伯決定一家人在佗敦重新升始。

＊堆得奨得了一次人情給警察斤呵。

＊念了几遍就背得上来了。

＊我杁得出他来了。

　上のc文から見ると，どちらも中国語の可能表現の一っ「V得C」を入れ替えると非文になる

ようである。この点に関しては，顕在化という視点ではないか。山田（2008）が述べているよう

に，「現代中国語では，動作の状態が可能か不可能を表すのが可能補語であり，動作が完了かど

うか，実現されたかどうかを表すのが結果補語である」と言える。（13）～（21）の例文はいずれ

も一回性的，既に実現できた事柄である。従って，この部分には中国語の可能補語が使えないの

であろう。

　ここまで，日本語の可能の顕在化に対応できる中国語について見たが，それはすべて肯定の形

である。では，日本語の可能の顕在化文は否定の形はどうだろう。まず，いくっかの例文を見て

みる。

（22）a彼女は悲しくて，どうにか1節歌っただけでもう続けることができなかった。

　　b弛根）准辻，オ唱了一句就唱不下去了。（可能補語5）

（23）aその字は私は急には書けなかった。

　　b迭介字我一吋写不上来。（可能補語）

（24）a部屋の中では会合が行われている。しかし，失敗の原因にっいて，いったいなぜなの

　　　か，だれも説明できなかった。

　　b屋里正升着会。然而，対干失敗的原因，到底是力什久，堆也悦不出。（可能補語）

（25）a今日の用事が多くて，本当に時間が捻出できなかった。

　　b今天事情太多，実在折不出吋同来。（可能補語）
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上の（22）a～の（25）a文は発話時にすでに実現すべき時期が過ぎていることすなわち過去の

事態にっいて述べている。（22）b～（25）bの下線部分はいずれも可能補語の「V不C」の形で

表している。（22）は，“了”を付けて，「歌い続けられなくなった」ということを表す。劉

（1980）は「中国語の可能補語の否定形「V不C」は，動作Vは発生していないあるいは終わっ

ていない時，結果Cが実現できないということが判断することができる」と述べている。従って，

（22）～（25）におけるb文の動作（V不C）はすべて終っていないうちに，結果Cが達成出来

でいないということを表している。つまり，「歌う→“唱”」，「書く→“写”」，「説明→“悦明”」，

「捻出→“務”」は実現に向けて行動をしたが，目的を達することができなかった。っまり行動を

起こしたが，目的を達することができないということは，潜在能力がなかったということを含意

しており，可能補語（否定）が使われていると考えられる。

以上を，次の表1にまとめてみた。

表1

日本語 中国語

ル形

花子はパンが作れる。（能力可能）

仕事場の人はだれでもそのファックスが

使用できる。（条件可能）

花子会倣面包。一

工作単位的人都可以使用　　　　　　　一

那台侍真机。

過去に潜在可能

を持っていたが，

今は失った。

佐藤さんは，あの頃，フランス語が話せ　　　　　　　　　　　　　　　　一

左。

当時の会議では，フランス語が話せた。

那介吋候，佐藤会悦法悟。　　　　　　一

当吋的会汲，可以説法悟。潜
在
可
能
タ
形

潜在可能が実現

しなかった。

太郎は，あの時，プロポーズできた。

（「しなかった」または「プロポーズでき

なかった」）

花子は，十分逃げられた。（「逃げなかっ

た」または「逃げられなかった」）

当吋，太郎本来是可以求　　　　　　　　一

婚的（但是他没倣）

花子是完全可以逃胞的，　　　　　一

（但是地没逃）

最後の授業で見た映画も聞き取れた単語

がいくっかあったので，嬉しかったです。

今回の試験はよくできたと思う。

最后一次裸裸堂上看的屯

影也所憧了几介伺，所以

根高x。

我党得迭次考拭考得不錯。

可
能
の
顕
在
化

一回的な出来事

　　（タ形）

数回よんだだけで，すぐ覚えられた。

珍しく警察庁に恩を売ることが出来まし

念了几遍就背上来了。

雄得美了一次人情拾警察

たね。 一庁呵。
以上の分析から，日本語の潜在可能と可能の顕在化に対して，中国語の可能表現で対応するこ
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とができるものもあるし，できないものもあり，次の表2のようになる。

表2

日本語 中国語

能力可能と状況可能は潜在的な
ル形

可能である

“能”“可以”“会”と対応する

当時は，その能力や状況があっ

たが，今はその能力や状況が失 ‘‘A，，　‘‘ムヒ，，

本，　目ヒ

潜在可能 われていること。

タ形 動作・状態が現実に実現するか

どうかは問題にせず，過去にお
“可以”“能”

ける潜在的に存在する能力可能

と状況可能である。

一回的な出来事：

可能の顕在化
を乗り越え，

「期待されていない出来事」あるいは「困難

　　　　　期待した結果がやっと実現され

可能で対応できない。「結果補

語」「様態補語」，「趨向補語」，

た出来事」

“了”で完成した事を表す。

4．まとめ

　以上から，日本語の潜在可能文と可能の顕在化の二つのグループに対して，中国語の可能表現

で対応することができる場合とできない場合があり，以上から，次の2点が明らかになった。

i．潜在可能文のル形には中国語の可能表現が対応できるが，タ形は二っグループに分かれ，す

べて中国語の可能表現が使えるというわけではなく，否定つまり未実現の場合のみ用いることが

でき，一部は「能／会」で，一部は「能／可以」が担う。

li　．日本語の可能の顕在化文は中国語の可能表現で対応できず，「結果補語」，「様態補語」，「趨

向補語」，“了”を用いることになり，それぞれの使用場面は文脈による。

　日本語においては，潜在可能・潜在可能の顕在化（ル形タ形／肯否）に関わらず可能形を用い

ることができるが，中国語の場合は，潜在可能についてのみ可能表現が使用できる。中国語では，

潜在可能の顕在化については可能表現は使えず動作が完了したという結果を述べることになる。

今回の考察は主に日本語可能表現を中国語でどう表現するかという対照による分析を行ったが，

今後中国語可能表現は日本語ではどう表現するかの考察が必要があると考える。
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注

1．中国語の可能表現は中国語の可能表現は基本的に二つの形式があるとされている．一っは「能」・「可以」・

　「会」のような助動詞を用いる形式であり，もう一つは動詞と補語成分との間に「得」または「不」を挿

　入する「可能補語」である．

2．結果補語は，述語動詞（または形容詞）の後に置かれて，動作や変化の結果を表す．

3．趨向補語は，動詞の後に置かれて動作や行為の方向性を表す．

4．様態補語は，「動詞＋得＋補語」と「形容詞＋得＋補語」という2つのタイプに分けられ，前者は動作

　の結果や状態を表し，後者は性質や状態の程度を表す．

5．可能補語のほとんどは，結果補語と趨向補語をベースにしてできたものである．動詞と結果補語・方向

　補語の間に“得”を入れる形で可能補語に変えられる．否定の場合は“不”に替える．
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